



Examination of How Raising Students’ Motivation and Self-efficacy 













Abstract:  Faculty members play an important role in managing their class, while 
bringing out students’ motivation for learning. This paper shows classes that take in 
methods ancillary to raising students’ intrinsic motivation, extrinsic motivation, and 
self-efficacy have positively influenced many students in their motivation for 
learning, and helped to pave the way for their career development. It also verifies that 
the improvement of communications between teachers and students has intrinsically 
motivated those students who were struggling to overcome their faults in 
self-discipline, such as absence and tardiness.  





















学者が 100 人いたとすれば、どこかの段階までの教育機関を卒業し、新卒就職をして 3 年















































仮説 1  授業目的、ゴールを明確にし、出席管理に関して受講生とのコミュニケーション
を密にとることで外発的に動機づける。 
 















のではないかと考える。そこで仮説 2 を設定する。 
66 



























       なお、仮説 3 の「ホスピタリティ」とは力石（1997）により導かれた次の定義を用いる。 
     「物事を心、気持ちで受け止め、心、気持ちから行動すること」 
 




           図表１ 本研究のフレームワーク 
 
 




                
    
 
                                             
 
 
                                            出所：筆者作成           
                                




調査対象者 「ホスピタリティ 1」履修者： 3 年生 29 名・4 年生 33 名 
「国内インターンシップ」履修者： 2 年生 32 名 
人数 104 名（男子 30 名・女子 74 名） 
1 講義：約 30 名規模 
場所 X 大学：神奈川県 Y 市 
調査時期 2013 年 7 月、2014 年 1 月、7 月の 3 回（4 講義） 
すべて第 15 回授業終了時 
標本抽出法 有意抽出法 
情報収集 量的調査を中心にインタビュー調査も実施 
質問紙は 10 項目の授業での取り組みは学習意欲を 
1 とても低下させた、2 低下させた、3 変わらない、4 向上させた、
5 とても向上させた、から選択式で回答するよう、指示 
配布回収 集合法 

















3－2－1 仮説 1 の事例と分析 
 下記データにあるように講義目的とゴールの明確化により 3 人中 2 人は授業への取り組
みに影響した。ある受講生は「私にとってのホスピタリティは何だろうと毎回真剣に考え
た。その結果、目標は達成できたかなと思う」（3 年女子 2013/7）と話してくれた。 
 遅刻、欠席の取り扱いについては、第 1 回の授業で方針を明確にし、第 9 回ではこれま
での欠席・遅刻回数を書いて一人ひとりに手渡したことで約半数の受講生の意識が非常に
高まっている。無遅刻・無欠席で通してきた学生の回答は 3 が 5 名・28％、4 が 9 名・50％、
5 が 4 名・22％であるのに対し、欠席回数の上限を超えそうな学生については、3 は 0 名、

















                                                    
１    ２     ３    ４     ５ 
              人数・割合   人数・割合   人数・割合   人数・割合   人数・割合                     
講義の目的・ゴール明確化   0    1 人・1％    14 人・13％   7 人・26％  62 人・60％        
遅刻・欠席通知と注意喚起   0    2 人・2％   17 人・16％   34 人・33％  51 人・49％    
                                                                 
※「様々なホスピタリティの紹介」はホスピタリティⅠ履修者 75 名のみ量的調査  出所：筆者作成 
              
3－2－2 仮説 2 の事例と分析 






    「毎回授業を受けるごとに自分自身の考えがパワーアップするのがわかりました。
点数のみ書かれて戻されるレポートと違い、先生が一人ひとりにメッセージを書いて
下さったので、言葉のキャッチボールをしているようで本当に嬉しかったです。今で
は自信を持って 15 回を受ける前よりも確実に成長できた、と思います。」 
   （3 年男子 2013/7） 
 
    「レポートを提出するごとに丁寧なコメントをいただいたり、褒めていただけると
次も頑張って書こう、とポジティブな気持ちになれました。そしてレポートを書く度
に書けるようになった、と実感しました。」（3 年女子 2014/1）  
 
     対照的にレポート作成が苦手だとする受講生もいた。自らそのように申し出る受講生に
は徐々に考えがまとめられるようになるので、焦る必要はないと伝えた。 
 
          「毎回、授業を受けてレポートを書くこと、自分の考えをまとめて言葉にすることが
苦手な私には正直、大変に思うことが多かったです。でもクラスのみんなや先生が意
図を汲んでくれ、手助けしてくれたのが嬉しかったです。」（4 年女子 2014/7） 
 


















                                                    
１    ２     ３    ４     ５ 
              人数・割合   人数・割合   人数・割合   人数・割合   人数・割合                     
レポートのフィードバック   0      0       7 人・7％   22 人・21％  75 人・72％        
レポート内容の共有      0        0       16 人・15％   29 人・38％  60 人・57％    
                                                       
                                         出所：筆者作成 
 
3－2－3 仮説 3 の事例と分析 
 ホスピタリティⅠの授業では、映像・スライド写真を使用しながらホスピタリティに関
する様々な事例を紹介した。これにより 8 割の学生に大きく影響したことが検証された。

















っている。（3 年女子 2014/1） 
 












えるようになりました。」（4 年女子 2013/7） 
 
     また、筆者やゲストスピーカーがどのような新入社員時代を過ごしたか、それにまつわ
る失敗談などを披露したことについて、次のように聞き取っている。 
 
       「先生が授業中にたまたま言った言葉と体験談が印象に残りました。実際にあった
事例なのでいろいろ想像もでき、考えやすかったです。就職活動や日常生活で辛いこ
とがあり、落ち込んでいた時だったので、ひっそりと励まされていました。」 
       （4 年女子 2013/7） 
 






       （4 年男子 2014/7） 
 
    これらは言語的説得により、一時的に自信を取り戻した例であろう。 








（2 年女子 2013/7） 
72 
    「実用志向の動機につなげる授業と自己効力感」に関する質問とデータ 
                                                    
１    ２     ３    ４     ５ 
             人数・割合   人数・割合     人数・割合   人数・割合     人数・割合                    
ホスピタリティ事例紹介   0      0        2 人・3％  13 人・17％     60 人・80％        
講師体験談披露       0        0         6 人・11％  20 人・38％    27 人・57％    
新聞記事発表              0         1 人・2％   18 人・35％  20 人・38％   13 人・25％ 
                                                       
 ※「ホスピタリティ事例紹介」はホスピタリティⅠ履修者 75 名のみ調査 
                                          出所：筆者作成 
 
4．結論と今後の研究課題 
     本研究の分析で得られた知見は次の三点に整理される。 




    社会に出る前に自己管理への意識づけを強化するという点でコミュニケーションをはかり、
本人が抱えている問題について共に解決していこうとする姿勢が重要なのである。 
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